
件名 令和３年度 第１回 

福井市障がい者自立支援協議会 就労支援部会  報告書 

日時 令和 3 年 ５月 19 日（水）  14:00 ～ 15:00  会場 きらら館 会議室３・４ 

報 告 ・ 

協議事項 

（１）就労支援ガイドブックについて  

（２）特別支援学校実習の日程共有化について 

（３）ワークフェア・セミナーの協力について 

（４）就労支援事業所ネットワークミーティングの開催について 

（５）その他 

協議結果 （１）就労支援ガイドブックについて 

・資料に基づいて説明 

 ・就労支援事業所部会員を中心に修正。 

・利用者目線になって、知りたい情報を伝えることが出来るよう自由記述を縮小してい

る。 

 ・サービス種別ごとに利用者が知りたいことが異なるため、種別ごとに様式を修正した。 

【意見】 

・送迎ルートは１ルートではない。また、就業時間も複数パターンある事業所もあるのでこ

のままで良い。 

・細かいことを言い出すと、他にも色々書きたい事業所が出てくる。ゆとりをもって書ける

ような幅があると事業所としては書きやすい。 

・学校の保護者が見るケースが多く、工賃を気にされる保護者の方もいるが、１ヶ月によっ

てどれくらい利用するかによって異なる。働き方みたいな部分は気にされると思う。 

・令和２年度の第３回就労支援部会で入れると良いと言っていた細かい情報があって良い。 

・駅から自転車で何分等分かると良い。 

・視覚・聴覚障がいについては、受け入れ実績があるかどうかを皆知りたい。また、車椅子

の方の受け入れ実績があるかどうかもあると良いのではないだろうか。 

 

⇒・協議の結果を参考にし、大枠については変更せずに進めていく。 

・今後相談支援事業所連絡会等の意見をもらい、必要に応じて修正し、完成させていく。 

・８月頃に各事業所に作成依頼を行い、第２回の際に報告を行う。可能であれば完了して

アップロードが出来る状態にしていきたい。 

・最終版は事務局に一任。 

 

（２）特別支援学校実習の日程共有化について 

・取りまとめ結果を説明 

・市内就労系サービス事業所には既に送付済である。 

・連絡先に迷うという意見もあり、学校側の協力により、進路指導担当者一覧も送付。 

  

【意見】 



・市外の特別支援学校についても福井市で実習を行っている。奥越特支についても、実習予

定を掲載すると良いのではないか。 

・各特別支援学校の受け入れが重複すると、各事業所で十分な対応が出来ないということ

で、実習日程を共有化した経緯がある。奥越特支も入れるのが望ましい。 

 ⇒資料に追加する。 

 

（３）ワークフェア・セミナーの協力について 

・説明 

 ・９月上旬に開催予定。例年通り就労支援ガイドブックの展示予定。 

 ・個別に協力依頼があれば協力をお願いしたい。 

【意見】 

・商談会、販売会、ワークフェア、セルプフェアなどと似たような名前が多く混乱してしま

う。今後固定化されていくといい。 

⇒コロナが落ち着いてから、また差別化していけるといい。 

 

（４）就労支援事業所ネットワークミーティングの開催について 

・説明 

 ・昨年度と同じく部会員主導で開催予定。具体的には各サービス事業所部会員で進めてい

く予定。 

 ・昨年度の内容を元に、A 型は就労促進に向けた各関係機関との支援連携、B 型は事業所

内での作業の新しい取り組み、移行からは就労支援に関する法改正や情報共有等を行っ

ていきたい。 

 ・相談支援事業者連絡会との意見交換会も開催予定。 

【意見】 

・ネットワークミーティングは就労支援事業所以外の支援機関にも昨年参加してもらった

が、事業所側から参加をお願いしていた。せっかく関わっているのだから、外部の人も

多く参加出来るようにすると良い。一般就労の支援機関だからといって就労移行のミー

ティングのみ呼ぶのではなく、B 型からも一般就労する利用者はいるので、前回より積

極的に参加してもらうと良いのではないか。外部の方が参加できるようにアプローチし

てはどうか。 

⇒支援機関等参加できる時は参加するよう呼びかけていく。 

・相談支援事業者連絡会と就労支援部会との意見交換会を昨年は 8 月に行っているので、

今年度も 8 月頃に意見交換会ができると良い。 

・事例検討も出来たら良いので、サービス事業所部会員と打ち合わせを行っていけたら良

い。 

 

（５）その他 

・雇用調整員挨拶及び自由意見 



【意見】 

・雇用調整員とハローワークとの調整が合わずトラブルになりかかったことがあった。ト

ラブルをなくすため、担当者との交流を深めていけたら良い。 

・研修会等を設け、制度の漏れがないようにスキルアップを図っていって欲しい。それぞ

れの分野を教えあう機会を設けたら良い。 

 ・一般就労に移行すれば色々報酬が上がるので、雇用調整員との連携をしっかりしていき

たい。 

・福祉サービスを利用しているならば計画相談の支給も受けているため、雇用調整員は相

談支援専門員とも情報を共有して欲しい。 

 ・一般企業が障がい者施設に仕事を発注する場合、何かメリットを考えて欲しい。仕事を

受ける場合、企業側に値段のメリットしか提供できない。ＨＰで公表等すれば、喜ぶ会

社もあるのではないか。市で検討して欲しい。 

 

 


